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日田市←→熊本市
116km 1 時間 10分
（高速道路）日田は「山紫水明」の地であり、深い自然がもたらす澄んだ空気と清らかな水

は、酒造りの基本を満たしてくれます。その恵まれた環境の下、焼酎造りの技
のすべてを傾け「原酒をはぐくむ酒の杜」として、本格焼酎の味わいのいっそう
の深みを追い求めています。

英彦山系の美しい地下水を利用し、低温育成でシャキッとした歯触りのもや
しを製造しています。近年の消費者ニーズは安いだけでは満足していただけ
ません。安さと安全、品質の良さが必要となります。九州内で工場の新設を考
えていた際に、水の良さと工場建設への日田市民の熱意が最終的な決め手
となりました。

付加価値の高い機能部品の生産拠点として、2012年5月に操業開始した
まだまだ新しい会社です。日田市に進出し、優秀な社員を採用できたのも、日
田市民の皆さまのご支援のおかげだと思っています。その優秀な社員を育ん
だのは、歴史ある日田の土地柄も大きく起因していることを咸宜園を通して学
びました。今後も地域密着の事業活動を行い、日本のものづくりの担い手を
日田市から育てていきたいと考えています。

ビールは、大地で収穫された農産物と清らかな水を原料とする自然の恩恵か
ら生まれます。日田は良質で豊富な水資源があり、古くから交通の要衝として
栄えた地域のため、製造・流通面においても最適な条件を備えたところです。
今後も地域に根ざした工場を目指し、100年後もビールづくりに最適な“水郷
日田”と共にありたいと思います。

1982年９月に世界一のビデオテープ一貫生産工場として操業を開始。現
在は、タッチパネルなどに使用する機能性フィルム生産工場へと転換しまし
た。1997年には、ISO14001を取得し、地域環境の改善・保護の活動を展
開。従業員のほとんどが地元採用で、創造性豊かで真面目な人材と日田の
澄んだ水と空気がモノづくりを支えていると考えています。
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日田キヤノン
マテリアル株式会社
平成24年操業

九州ジージーシー
株式会社 日田工場
平成23年操業

TDK株式会社
三隈川工場
昭和57年操業

サッポロビール
株式会社 九州日田工場
平成12年操業

三和酒類株式会社
いいちこ日田蒸留所
平成14年操業
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企業誘致
A t t r a c t i n g  e n t e r p r i s e s

Since Hita is located in the center of 
Kyushu with its majestic nature, it has 
great transport links and is a perfect 
place for conducting business. Many 
businesses have taken notice of Hita's 
highly praised water resource from its 
abundant forests, and have expanded 
into Hita City. 

Attracting enterprises
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鹿児島市の南方約135ｋｍ、県本土の南方約60ｋｍの海
上にあり、屋久島とその西北西約12ｋｍにある口永良部島
の２島からなる。多くを山岳部分で占められていることから洋
上アルプスと呼ばれ、平成５年（1993）には樹齢数千年の屋
久杉をはじめとする貴重な自然環境・自然資源が世界的な
評価を受け、我が国で最初の世界自然遺産に登録された。
林業・観光・教育など様々な分野での交流を目的に、平成
21年5月、日田市と友好交流協定を締結。
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市役所本庁

前津江振興局

友好交流都市「屋久島町」

中津江振興局 上津江振興局

天瀬振興局

大山振興局

市役所本庁

大山振興局

天瀬振興局

前津江振興局

上津江振興局

中津江振興局

行政・議会
L o c a l  a d m i n i s t r a t i o n  /  a s s e m b l y

（前文）
わたくしたちは、誇りある伝統と恵まれた自然の中
に育った日田市民です。
わたくしたちは、日田の市民であることに誇りと責
任を持ち、お互いのしあわせと郷土の発展のため、
この憲章を定めて、心のよりどころとします。

（本文）
伝統と文化をたっとび、豊かな心を育てよう。
○教養を高め、スポーツを楽しみ、強い心身を鍛えよう。
○郷土の文化に愛情を持ち、文化活動を盛んにしよう。

明るく胸を張って働こう。
○仕事に喜びと誇りを持ち、生き生きと働こう。
○郷土の産業を盛んにし、その発展に力を合わせよう。

お互いに信じあい、
あたたかい心で人に接しよう。
○小さな親切をみんなそろってやろう。
○老人や子供をいたわり、旅の人には親切にしよう。

きまりを守り、よい習慣を身につけよう。
○交通道徳を守り、習慣にまで高めよう。
○時を大切にし、日田の美風を育てよう。

水と緑と空を大切にし、美しい町をつくろう。
○公害をなくし、明るく住みよい日田を築こう。
○家庭と郷土を愛し、平和で豊かな日田を築こう。

日田市民憲章

"Yakushima" urban friendly exchanges
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Hita City is aiming to create a city in 
which its residents truly feel peace and 
abundance, and feel proud to call it 
home. It is creating the future of Hita in 
a pacesetting and strategic manner in an 
aim to realize "a city of commerce filled 
with peace, vitality and smiles where 
people and nature coexist" - a vision of 
a future city. 

Local administration / assembly
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